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概要 

配船作成は、荷主の重要課題である 
 効率的な配船は、人の経験と勘に頼るところが大きい 

ただし、人手で減速効果までを見込んだ配船は困難 

減速運航までも考慮した配船支援システムを構築 

できるだけ少ない燃料で、積荷を運ぶ 
     総距離を短く×効率が良い船を活用×減速運航を考慮 

課題 

目的 

解決 



配船業務比較 

入力 

No. Load day Discharge day amt

1 Tokyo 1 Nagoya 2 72

2 Yokohama 1 Osaka 3 501

3 Hokkaido 1 Tokyo 3 703

4 Hakata 1 Hiroshima 4 1005

・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・

輸送要請 

船舶・港情報 

スケジュール 
現状 

導入後 

人手により１日で作成 

配船支援システム 

配船案の列挙 

制約適用 

最適化配船案の選択 

オーダー入力 

コンピュータによる効率的な配船支援 



配船計画支援システムイメージ図 
 
 
 
 
 
 

最適化PC 配船担当者 
人手案(船舶・オーダー)のデータ 

配船計画案 配船最適化 

配船計画サーバーと連携し 
配船計画案を提案する支援システムを導入 

・担当者は、複数の最適化案の中から選択 
・最適化案の一部分だけを採用することも可能 

[画面表示・案修正ソフト] 
山型・予測燃料消費量 

整数計画法（海上技術安全研究所） 制約プログラミング（鉄道総研） 
規模な船隊の長期間の計画を高速に立案することに長ける 時間はかかるが、高精度な計画を立案することに長ける 



最適化の実行 
荷主側配船システムのデータを配置して、最適化（標準設定）実施 



計算結果の表示 
最適化が終了したら、最適化案を表示する 



配船案の表示（デモ） 
人手案と、最適化案を選択 船舶ごとの情報 

山型による表示 



配船案の比較（デモ） 



一部の配船案を採用して再計算（デモ） 



配船案の印刷（デモ） 



配船支援システムの効果 

2015/11/17 日本船舶海洋工学会 平成27年秋季講演会 OS2 11 

• 実際の配船計画を対象 
–手作業の1ヶ月程度の過去の配船案を最適化 

• 評価指標：燃料消費量 
• 計算時間 最大5分 

・燃料消費量：平均 8％ （4.2%～14.3％）の改善 
・計算時間：5分で打ち切りのケースが多い 
   → 計算時間を延ばせば、改善率が上がる可能性あり 

使用PC：Core:i7 3930K RAM:16GB 

結果 



導入までの作業 

荷主：最適化情報の提供 
 例）船情報：船名やホールド、積荷など 
                 港情報：入港・荷役可能時間、港間距離など 
                 積荷情報：各船舶が積込み可能かなど 

MTL：最適化情報の整理 
           最適化実行手順検討・構築 
           荷主配船データの変換プログラムの作成 



日々の作業 

最適化PC 配船担当者 
人手案(船舶・オーダー)のデータ 

配船計画案 
最適化案比較 

- 配船初期案の作成 
- 人手で配船案を作成 
- 初回最適化実施 
- 推奨設定で最適化 

- 最適化結果比較 
- 結果表示ソフトで最適化案を比較 

- 自社配船システムを修正 
- 変更箇所を修正 



まとめ 
配船計画アルゴリズムを開発 

–制約プログラミングを用いた高精度求解 
–最適な減速運航港間を提案 

 
セメント船の配船計画に適用 

–手作業の計画より平均で8%(4.2%～14.3％)の 
   燃料消費量削減 
– 5分以内で求解 

• 計算時間を延ばすことで、より改善される可能性 
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